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「平成 7年兵庫県南部地震」の発生
当研究所ニュースは，毎月中旬頃をメドに編集作

業を行っているが，今回の 「兵庫県南部地震」は丁
度その絹集作業中の1月 17日の早朝 ( 5 時46分）に
発生した。
今回の地震は，淡路島北部を震源 （震源の深さ

20 km) とするM7.2の 直下型地震であり，北東ー南
西走向の鉛直な断層面での右横ずれ断層運動により
発生したものと考えられている。
今回の地震により，神戸市，西宮市，芦屋市を中
心に想像を絶する被害が発生した。
3 日目を迎えた今日 (19日），死者3,000名以上，

行方不明者いまだに80 0名以上とされ，これら行方
不明者の救出，被災 者の救援ほか，交通路，ライフ

ライン系統等の復旧に向けた諸活動が積極的に展開
されているが，今なお復旧のメ ドが立たない状況に
ある。
当研究所では，今回の地震に際し1月 17日，18日

の両日，政府調査団の一 員として担当研究者を派遣
したほか，今日 (19日）から防災総合研究部耐震工
学研究室長をチー フとした，主要災害調査 班を現地
に派遣し，被害の現況把握と合わせて，今後の防災
対策に役立てるための諸資料の収集を行うなどの対
策に努めている。
これら調査結果につい ては，追って公表し当該二
ュースでも紹介していきたい。

「局地的な激しい気象に対する防災技術」
に関するワー ク シ ョッ プの報告

自然災害軽減のための研究を日本と米国とで共同
して推進するため，1990年以来，毎年日米間で専門
家によるワー クショップが開催されてきた。このワ
ー クショップでは，両国が共に関心のある防災科学
技術について現状を紹介しあい，議論 ・情報の交換，
人の交流を図り，共同して研究することが可能な課
題を選定している。今までに 「雪崩，地滑り，土石
流」，「火山防災」等の分野が取り上げられており，
1994年度は 「局地的な激しい気象に対する防災技術」
についてのワー クショップが開催された。
日本で発生する局地的な激しい気象として代表的

な現象は集中豪雨であろう。「集中豪雨」という言
葉は1958年に島根県浜 田市付近の狭い地域に降った
大雨についての新聞記事で用いられたのが始まりと
言われており，1950年代の後半から集中豪雨により
大きな被害が 生じていることが災害の最近の特徴で

ある。また，近年，水平規模のより小さな現象であ
る竜巻やダウンバーストによる災害が少なからず発
生しており，災害現象として多くの人の関心を集め
ている。
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